
1 

 

山口県職員措置請求書の陳述書 

2021 年 6 月 9 日 

南 部 博 彦 

私は、岩国を守る会「風」に属しております。 

今回の監査請求で、風の会の会員５名が共同請求者として名を連ねておりますが、その 5 名を代表

して意見陳述を行うことになりました。どうぞよろしくお願い致します。 

まず始めに、監査請求の在り方について意見を述べたいと考えます。 

今回の監査請求は、県議会議員に対して旅費・交通費の二重支給が行われているので是正せよとい

う内容ですが、この事案と不可分の関係にある「貴賓者用センチュリーの購入」に関する松林俊治

氏の監査請求がすでに行われており、請求却下の裁定が下されております。 

その監査結果をつぶさに検証しますと、請求を真摯に検討しようとしなかった監査委員の態度がう

かがえる表現が散見されます。 

具体的に例を挙げてみます。 

「＊宮内庁が要求もしない貴賓車をなぜ山口県が持つ必要があるのか？」の問いに対する答えは、 

「皇室や外国からの要人等のご来県に備えて貴賓車の保有は必要である」であり、 

「＊２０００万円もするセンチュリーをなぜ選ぶのか？」に対する答えは、 

「長年にわたり安全に運用してきた実績と公用車更新の際の車種選定は、従前使用してきた車種を

基準として選定することを原則とする」という答えです。 

前者についていうと、「宮内庁は、上皇、天皇については、宮内庁が御用車を準備する。他の皇族

については、県に準備を依頼するが、車種を指定することはない。」という宮内庁の見解は全く考

慮されておらず、極めておざなり、庶民感覚から言えば、山口県の財政事情をわきまえない回答に

なっています。 

また、後者については、官僚特有の既成事実にしがみついた事なかれ主義の回答であり、金銭感覚

が欠如した改革意欲皆無の回答になっています。 

我々県民はこんなおざなりな監査を望んではいません。 

今回の監査請求で、「通常の監査委員の監査に代えて個別監査契約に基づく監査を求める」とあえ

て記載させて頂きましたのは、こうした気持ちからであります。 

ぜひ我々の意をくんで頂き、外部から第三者を監査委員に任命され、公正中立、庶民感覚にあふれ

た監査をお願い申し上げます。 
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さて、本題に戻ります。 

県議会議員の自宅と県庁との間の交通費に関しましては、請求の趣旨に記載しましたように、日割

り計算で支給されています。 したがって、議員が公用車を使って自宅と県庁間を移動した場合に

は、その日数分を支給されなくて当たり前であると考えます。 私は、長らく民間企業で働いてお

りましたが、民間企業では使った実費のみを請求するのが旅費勘定の常識であり、それは、役職の

上下に関係なく実施されております。 

今回、県議会で旅費の二重支給というずさんな経理が行われていることを知り、県議会事務局の怠

慢さに驚くだけでなく、ここにもまた官僚の事なかれ主義がはびこっているのかと嘆息せざるを得

ませんでした。 

では、どうすればこの問題を解決できるかですが、県職員、県議会事務局の職員に非難の矛先をむ

けさせて逃げるのではなく、県政の両翼を担う県知事と県議会議長が、先頭に立って号令をかけれ

ば、問題は一挙に解決するはずです。 

センチュリーの購入に関して、県知事への事前説明がなかったとのことですが、これを知った時点

で、県知事は再検討を指示できたはずです。 また、県議会議長は、県からの貸与だからと漫然と

センチュリーに乗り続けるのではなく、自宅と県議会との往復に、他の議員と同様に自家用車を使

うなどの手段を講ずることができるはずです。 議長としての体面と安全面を考慮して、公用車に

よる送迎が必要なら、他の都府県に倣って、５００万円程度の公用車に買い替えて、使用すればよ

いと考えます。要は、県議会議長が、監査請求で示された県民の民意にどう向き合い、どう決断

し、どう指示するかにかかっています。 

コロナ禍で、日本全体に、職を失い食べるに事欠く人々があふれています。こうした窮乏を政治家

たるもの自分のこととして受け止め、素早く救済処置を講じていただきたい。 

貴賓車の買い替えや今回の旅費の二重払いの是正で浮く費用は、県財政にとって些少にすぎないか

もしれませんが、コロナ禍に苦しんでいる人が多い昨今の国内情勢を考慮すると、県民から集めた

税金は 1 銭たりと無駄にしないという政治姿勢を、県知事、県議会議長は、先頭に立って示すべき

です。今回の監査請求はその警鐘であるとお考え頂きたい。 

県政のトップに立つ、県知事、県議会議長は、その立ち居振る舞いを、我々県民に注視されている

ことを片時も忘れないで頂きたい。 

そして我々が、この監査請求をとおして、県知事、県議会議長に対し「どのような政治家としての

矜持をお持ちですか」と問いかけていることを是非感じ取ってほしいと思います。 

色々申し上げましたが、最後に、監査委員の皆様が、公正中立、庶民目線に立った監査を実施され

ますようお願い申し上げて、私の意見陳述とします。 

ありがとうございました。 


